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1自然をたいせつにし.美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくし‘うるおいのあるまちをつくりましょう

1元気で働き=かなまちをつくりましょう

1 思いやり0)あるあたたかいまちをつくりましょう
ノ
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(横川小学校校庭にて）

一輪車のりに夢中

一輪車のりは， とてもおもしろくみんな夢中です。休み時間に

なかよく手をつないで遊ぶ姿は，仲むつまじく，いつも上級生が

下級生を教えています。

背中をつかんで－列に並んだり，鬼ごっこや競走をしたりして

遊んでいると寒さも吹きとびます。

－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 . 1152です－



紅
葉
の
日
光
を
訪
ね
て

～
第
十
六
回
高
萩
市
民
号
～

東照宮を

拝観

▲

十
月
二
十
三
日
附
第
十
六
回
高
萩

市
民
号
が
、
紅
葉
の
日
光
東
照
宮
・
江

戸
村
に
む
け
て
実
施
さ
れ
、
三
百
人
の

市
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
て
、
秋
晴

れ
の
な
か
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

日
ご
ろ
、
素
通
り
し
て
し
ま
う
こ
と

の
多
い
日
光
１
束
照
宮
で
は
、
陽
明

門
、
唐
門
、
眠
猫
な
ど
を
ガ
イ
ド
さ
ん

の
楽
し
い
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
拝
観
、
す
ば
ら
し
い
江
戸
時
代

の
文
化
財
な
ど
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
の
江
戸
村
で
は
、
武
家
屋
敷
、

忍
者
屋
敷
、
芝
居
小
屋
な
ど
江
戸
時
代

の
街
並
み
が
続
く
中
で
、
突
然
ね
ず
み

小
僧
の
捕
り
物
が
始
ま
っ
た
り
、
大
道

芸
の
南
京
玉
す
だ
れ
や
時
代
衣
装
を
着

た
役
者
と
の
記
念
撮
影
な
ど
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

１
出
発
前
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

＝

心
早
朝
か
ら
駅
前
に
集
合

ねずみ小僧の捕ﾚﾉ物が始まった（江戸村）
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茨
城
県
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
県
議
会
議
員
高
萩
市
選
挙
区
一
般
選

挙
は
、
十
二
月
五
日
㈲
に
告
示
さ
れ
、

十
二
月
十
四
日
⑧
投
票
と
決
ま
り
ま
し

た
。

大
切
な
一
票
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

口
半
投
票
の
で
き
る
人

次
の
①
と
②
に
該
当
す
る
人
で
、
欠

格
事
由
に
該
当
し
な
い
人
で
す
。

①
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
十
四
日
で

満
二
十
歳
以
上
（
昭
和
四
十
一
年
十

二
月
十
五
日
以
前
に
出
生
し
た
人
）

の
日
本
国
民

②
、
昭
和
六
十
一
年
九
月
四
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
高
萩
市
の
区
域
に
住
ん

で
い
て
、
同
日
以
前
か
ら
高
萩
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
半
投
票
の
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す

が
、
若
栗
、
横
川
、
下
君
田
、
上
君
田
、

大
能
、
中
戸
川
及
び
福
平
の
七
投
票
区

の
投
票
所
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
四
時

十
二
月
十
四
日
日
は

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

ま
で
で
す
。

品
開
票
の
日
時
と
場
所

十
二
月
十
四
日
側
、
午
後
七
時
三
十

分
市
民
体
育
館

臨
時
電
話
二
三
’
○
二
四
三

投
票
日
当
日
投
票
で
き
な
い
人
の
た

め
に
、
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

品
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

告
示
の
日
（
十
二
月
五
日
）
か
ら
投

票
日
の
前
日
（
十
二
月
十
三
日
）
ま
で

の
間
、
毎
日
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
も
で
き
ま
す
。
）

高
萩
市
役
所
資
料
室
（
三
階
）
ま
た

は
、
滞
在
す
る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会

糸
持
参
す
る
も
の

印
鑑
、
入
場
券
（
入
場
券
が
届
い
て

い
な
い
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
）

※
詳
し
く
は
、
高
萩
市
選
挙
管
理
委
員

会
（
庶
務
課
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
念
二
三
’
一
二
二

内
線
三
二
・
三
一
二

高
萩
市
選
挙
管
理
委
員
会

半
不
在
者
投
票
の
場
所

ｰ

第五専門部会員名簿 ○
あ
た
た
か
い
、
心
の
ふ
れ
あ
い
運
動

○
若
い
力
を
伸
ば
す
運
動

○
青
少
年
活
動
事
業
の
運
動

○
福
祉
を
理
解
し
、
奉
仕
活
動
の
運
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第
五
專
門
部
会
は
、
〃
思
い
や
り
の
あ

る
、
あ
た
た
か
い
ま
ち
づ
く
り
〃
を
合

い
言
葉
に

市民憲章

推進協議会

思いやりのある， あたたかいまちづくり運動
（敬称略）

所属機関団体名 氏 名

郷土行男市議会建設委員長

高萩市子供会育成連合会長 樫村

作山

黒尾

長谷川

根本

渡辺

広木

鈴木

一
一
良
二
昇
史
明
太

幸
榮
智
敦
允
藤

⑤
高萩ロータリークラブ会長

高萩市旅館組合長

高萩高等学校長 -第5専門部会～

青少年相談員協議会長

高萩高校生会長

保護司会長

＃
、

思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た
た
か
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
楽
し

く
遊
ぼ
う
み
ん
な
の
広
場
や
、
国
際
交

青少年問題協議会長

社会福祉協議会東地区南支部長

社会福祉協議会下手綱支部長

佐

芳

播

藤
一
賀

山

定昭

藤一郎
ン つ

さ ワツ.

ｰ

毎
年
母
の
日
に
開
か
れ
て
い
る

オパール婦人会長

青年団体連絡協議会長

高萩高校PTA会長

西

佐
一
鈴
一
関

館

川

木

山

昭
一
安
一
藤
一
武

郎
一
應
一
太
一
光

高萩市社会福祉協議会長

高萩市社会福祉協議会事務局長

高萩市民生委員協議会総務

高萩市子供会育成連合会高萩支部長

都貞喜

田 裕

田幹男田幹男

大

吉
一
飯 飯高萩市子供会育成連合会秋山支部長

高萩市子供会育成連合会松岡支部長

高萩市子供会育成連合会東支部長

高萩市子供会育成連合会高岡支部長

高萩市飲食店組合長

高萩中学校長

秋山中学校長

高萩中学校PTA会長

流
の
集
い
、
子
ど
も
会
幹
部
講
習
会
、

青
少
年
非
行
防
止
補
導
な
ど
に
、
積
極

的
に
参
加
、
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

勘広木浩二

伊藤房男

豊 田 守
耀
騨
鱗
灘
霧
鴬
．
‐

夏
休
み
に
行
わ
れ
る

り
子
ど
も
会
幹
部
講
習
会

渡

石
一
小

明

石
一
小

明

介

満

正

二

満

正

二

辺

井
一
川
一
智

井
一
川
一
智

芳
一
健

芳
一
健 瀞

蕊
鐸
議
蕊

秋山中学校PTA会長

勤労青少年ホーム利用者友の会

田邦昭

山英則

飯

中
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県内ではじめて

地域交流振興賞を受賞

で

～高萩国際交流の集い実行委員会～

参
〃
、
，
〃
、 十

月
日
伽
東
京
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
で
、
高
萩
国
際
交
流
の
集
い
実
行

委
員
会
（
安
東
義
博
委
員
長
）
が
、
諸
外
国

と
の
文
化
交
流
や
相
互
理
解
に
功
續
の
あ
っ

た
個
人
、
団
体
に
贈
ら
れ
る
外
務
省
の
外
郭

団
体
「
国
際
交
流
星
金
Ｌ
の
地
域
交
流
振
興

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
．
こ
の
受
自
は
県
内
で

は
じ
め
て
、
し
か
も
副
賞
と
し
て
百
五
十
万

円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
こ
れ
を
「
高
萩
国
際

交
流
墓
金
」
と
し
て
、
さ
ら
に
幅
広
い
国
際

交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

、
〃
、
〃
、
〃
、
ク
、
ク
、
ク
、
で
沙
く
、
ク
蕊
で
、
〃
、
〃
へ
沙
、
〃
、
〃
、
〃
、
″

、
／
、
ノ
、
少
″
、
″
さ
う
ぐ
；

〃
、
ノ
〃
、
″
、

（
》

、
〃
、
ノ
″
、
／
、
〃
、

▲地域交流振興賞を受賞する安東義博委員長(左）

実
行
委
員
会
の
構
成
団
体

○
高
萩
青
年
会
議
所

○
高
萩
市
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

○
高
萩
大
心
苑

○
高
萩
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会

○
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
高
萩
第
一
団

○
高
萩
市
教
育
研
究
会

○
高
萩
市
各
種
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

○
高
萩
市
商
工
会
青
年
部

○
高
萩
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
利
用
者

友
の
会

○
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

○
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

○
高
萩
高
校
生
会

○
高
萩
国
際
交
流
の
集
い
民
泊
家
庭

》
戴
嘩
》

粋
■
嘩
恥十

二
回
目
を
数
え
た

〃
高
萩
国
際
交
流
の
集
い
〃

霧
§

鱸鐸熱爵"騨繊澱潅､鴬

…鉾誤，織驚2
#鶚讃

高
萩
国
際
交
流
の
集
い
は
、
今
年
で

十
二
回
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
四
十
六

か
国
か
ら
五
百
十
人
の
外
国
人
留
学
生

が
高
萩
市
を
訪
れ
、
市
内
の
二
百
九
十

五
の
家
庭
に
民
泊
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
も
、
五
月
に
十
六
か
国
、
四

十
九
人
の
留
学
生
が
訪
れ
、
日
常
生
活

の
ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら
、
ギ
ネ
ス
運
動

会
や
も
ち
つ
き
、
そ
ぱ
う
ち
な
ど
楽
し

い
催
し
も
の
が
数
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
的
に
み
て
も
、
こ
の
よ
う
な
国

際
交
流
の
集
い
を
継
続
的
に
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
非
常
に
少
な
く
、
こ

れ
ら
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受

賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

L」

▲今年5月に行われたギネス運動会

十
二
年
間
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
国
際
化

に
対
す
る
諸
先
輩
が
た
の
先
見
性
や
、

十
二
年
間
に
わ
た
っ
て
積
み
重
ね
て
き

た
継
続
的
な
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
民

泊
も
、
特
別
な
待
遇
や
難
し
い
こ
と
を

す
る
の
で
は
な
く
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の

中
で
気
軽
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。

国
際
交
流
の
主
役
は
、
民
泊
家
庭
と

留
学
生
の
み
な
さ
ん
で
す
が
、
そ
の
か

げ
で
実
行
委
員
会
や
留
学
生
の
在
学
し

て
い
る
大
学
の
関
係
者
の
努
力
も
非
常

に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
受
賞
を
契
機
に
、
国
際

交
流
の
集
い
を
一
つ
の
柱
と
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
運
動
に
発
展
で

き
れ
ば
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
考
え
て

い
士
ふ
す
／
○

安東義博委員長の

喜びの声
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九
月
二
十
七
日
出
、
二
十
八
日
側
の

一
泊
二
日
の
日
程
で
、
県
内
在
住
の
外

国
人
と
県
民
の
交
流
を
図
る
「
い
ば
ら

き
国
際
交
流
の
集
い
」
が
大
心
苑
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
今
年
が
三
回
目
、
二

十
七
か
国
の
留
学
生
、
研
修
生
と
県
内

の
婦
人
団
体
な
ど
約
二
百
人
が
参
加
し

）
脅
善
考
皆
》
芦
菩
昔
考
舎
昔
套
弩
菩
弩
》
／
》
、
》
弩
舎
考
幸
暑
皆
考
善
脅
》
考
菩
弩
司
菩
脅
善
菩
、
雪
考
舎
考
幸
一
／
善
菩
弩
套
考
替
雪
害
考
皆
考
幸
一
考
菩
善
菩
考

害
雪
善
考
、
菩
善
、
》
考
菩
弩
髻
善
轌
考
套
善
、
菩
〆
善
舎
考
認
》
寺
曇
考
菩
考
皆
》
皆
／
》
》
／
苦
菩
考
菩
綴
雪
害
考
善
雪
曇
考
舎
考
菩
弩
菩
考
髻
考
善
弩
善
者
琶
考
菩
考

畷
畷
權
嬢
儀
穰
灌
礒
意
萎
￥

雲
饒
一

ノ

いばらき国際交流範

侭
“
秘
郡
鯵
縛
、

簾
、
“
識

謬

、

ｌ

い

ば

ら

き

国

際

交

流

の

集

い

Ｉ

蕊

ま
し
た
。

初
日
は
、
市
内
の
穂
積
家
住
宅
や
畳

工
芸
美
術
館
を
見
学
、
そ
の
後
大
心
苑
で

歓
迎
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
安
良

川
の
お
は
や
し
、
各
種
婦
人
団
体
の
踊

り
な
ど
市
民
の
み
な
さ
ん
も
郷
土
芸
能

を
披
露
し
て
、
な
ご
や
か
な
中
に
も
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

錘

▲L

大心苑で行われた

歓迎交流パーティー ま
た
、
翌
日

は
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
を
実
施
、

コ
ー
ス
の
途
中

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、

絵
皿
の
絵
付
け
、

書
道
、
折
り
紙
、

ミ
ニ
ゴ
ル
フ
な

ど
を
楽
し
み
な

が
ら
、
心
の
ふ

れ
あ
い
を
図
っ

て
い
ま
し
た
。

ー

》
○
褒
賞
結
果
（
敬
称
略
）

州
第
一
部

埠睦

鵠
優
等
賞
菅
原
他
美
雄
（
下
君
田
）

睦

幽
等
賞
一
席
高
崎
豊
（
下
君
田
）

倒閻圃

二
席
宇
佐
美
卓
（
中
戸
川
）

閏

》
第
二
部

釧

銅
優
等
賞
阿
部
哲
彦
（
下
君
田
）

閻

串
一
等
賞
一
席
稲
見
喜
昭
（
下
君
田
）

翌
寵
函
Ｉ
Ｉ
Ｅ
函
亙
函
亙
§
§
§
§
§
亙
亙
、
一
瓦
§
亙
函
函
、
一
雨
一
§
§
、
一
雨
一
、
雨

ﾄダ1L〆1瞬蝿杉1ﾚ1L し 斜陸

串
第
八
回
高
萩
地
区
乳
牛
共
励
会
が
、

閏

梱
九
月
二
十
六
日
⑥
高
萩
家
畜
市
場
で

闇

咋
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

詞鋳

鋼
出
品
頭
数
は
、
二
十
三
頭
で
、
三
部

岬
門
に
分
か
れ
て
審
査
が
行
わ
れ
、
そ
れ

瞬

串
ぞ
れ
褒
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

翻銅

》

舞

率

》

一

麺

》

蝿

γ

一

躍

汚

』

一

睡

索

》

ゞ

‐

鐵

盈

繊

鐸

『

ゞ

》

》

識

》

、

》

函

》

【

電

鍵

、

L鉾1t〆11詞1陣 1階繩lグ1L該1L鐸1 詞↓ 1

#愚…い
晴
れ
の
褒
賞
を
授
与
さ
れ
る
菅
原
さ
ん

§
§
、
§
§
§
Ｎ
Ｉ
Ｉ
§
§
函
§
§
§
§
§
§
§
§
扇
一
§
一
§
§
、
§
§
§
函
§
瓦
§
恩
亙
§
一
画
§
画
面
奄
ｆ
－
Ｉ
囹
亙
Ｉ
蚤
、
雨
一
、
一
函
、
函
馬
一
Ｉ
、
Ｎ
§
、
一
蚤
、
、
Ｉ
Ｅ
Ｉ
、
函
亙
、
、
一
§
、
画
一
、
一
§
、
一
雨
一
Ｎ
§
§
§
、
一
§
§
§
§
§
§
§
§
§
、
通
商
一
亜
§
↑

酪
農
の
振
興
を
図
り

第
八
回
高
萩
地
区
乳
牛
共
励
会

手
当
で
巡
万
型
、
言
型
で
＆
寿
與
Ｆ
３
ｒ
型
ｒ
塾
で
斑
号
勘
奄
鼻
型
雨
卓
逸
再
壁
壼
＆
蒔
型
芳
斑
唾
竺
晒
営
、
写
型
下
図
↑
当
万
型
万
型
炉
魁
淳
型
蒔
型
↑
醤
雨
彗

第
十
九
回
高
萩
市
肥
育
牛
共
進
会
が

九
月
二
十
九
日
㈲
、
三
十
日
㈹
の
二
日

間
、
高
萩
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

二
席
宇
佐
美
卓
（
中
戸
川
）

第
三
部

優
等
賞
阿
部
哲
彦
（
下
君
田
）

一
等
賞
一
席
高
崎
豊
（
下
君
田
）

…零 撫識 ｑ
肥
育
牛
共
進
会
の
審
査
風
景

《
：
＆
購
識
鐸
渉
識
》
認
礒

畷銭騨羅､錫 ..熱
我,…

三
送
咀
明

耀
一

驚
齢
や
勘

静
令
ｊ
二

｜
年
間
の
成
果
を
発
表

》
”
ゞ

第
十
九
回
高
萩
市
肥
育
牛
共
進
会

出
品
頭
数
は
、
五
十
四
頭
で
審
査
の
卦關

結
果
、
名
誉
賞
一
頭
、
優
等
賞
六
頭
、
銅《

一
等
賞
十
一
頭
の
合
計
十
八
頭
が
選
抜
串嬢

さ
れ
、
褒
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
串圃鐵

ま
た
、
こ
の
十
八
頭
の
中
か
ら
六
頭
《《

が
選
出
さ
れ
、
十
一
月
四
日
㈹
か
ら
五
銅

日
伽
ま
で
、
美
野
里
町
で
行
わ
れ
た
第
ヤ四

三
十
回
茨
城
県
肉
牛
共
進
会
に
出
品
さ
》閉計

れ
ま
し
た
。
剥

詞詫

○
褒
賞
結
果
（
敬
称
略
）
鋼

閻

名
誉
賞
伊
藤
忠
平
（
安
良
川
輌

剰

優
等
賞
一
席
坂
ノ
上
日
出
夫
（
下
手
綱
扉閉

二
席
鈴
木
要
行
（
石
滝
舜

二
一
席
伊
藤
二
二
男
（
安
良
川
鵡園

四
席
鈴
木
康
夫
（
下
君
田
扉

翻

五
席
棚
谷
貞
雄
（
秋
山
師

園

六
席
伊
藤
忠
平
（
安
良
川
忌

》
５

瓦
、
一
§
§
↑
、
二
蚤
蚤
↑
図
§
－
３
蚤
、
§
↑
、
一
瓦
Ｉ
§
函
亙
亙
、
亙
亙
亙
亙
§
、
亙
亙
§
§
誌

二
席
稲
見
喜
昭
（
下
君
田
扉

ま
た
、
こ
の
中
か
ら
優
等
賞
一
一
頭
が
、
》

十
月
八
日
伽
美
野
里
町
で
開
催
さ
れ
た
》

第
十
三
回
県
北
乳
牛
共
励
会
に
出
品
さ
”

れ
、
阿
部
哲
彦
さ
ん
が
一
等
賞
二
席
、
串閻

五
席
に
入
賞
さ
れ
、
第
十
九
回
茨
城
県
掃

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
へ
の
出
場
権
を
蹄酎

獲
得
し
ま
し
た
。
媚

1



防災意識に新たな励み

＜下君田婦人消防ｸﾗブが日本消防協会から表彰＞

野
鳥
観
察

望
遠
鏡
は
自
由
に
い
つ
で
も
見
ら
れ
る

ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ー

こ
の
ほ
ど
、
下
君
田
婦
人
消
防
ク
ラ

ブ
が
、
日
本
消
防
協
会
か
ら
優
良
ク
ラ

ブ
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
表
彰
状
や
表
彰

旗
、
制
服
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

下
君
田
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和

四
十
五
年
、
地
域
が
ほ
ぼ
全
焼
す
る
火
災

が
あ
り
、
そ
の
翌
年
発
足
し
ま
し
た
。
現

在
、
五
十
七
人
が
、
消
防
技
術
練
成
の

た
め
消
防
器
具
の
取
り
扱
い
や
映
画
会

な
ど
、
男
の
人
た
ち
に
劣
ら
ぬ
訓
練
に

努
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
表
彰
は
、
今

後
の
防
災
意
識
に
新
た
な
励
み
と
な
る

こ
と
で
し
よ
↑
フ
。

な
お
、
九
月
十
七
日
伽
に
は
、
茨
城

県
知
事
か
ら
も
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

’

物
愛
護
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
表
彰
γ
＊

君
田
小
学
校

九
月
二
十
一
日
㈲
、
水
戸
市
で
行

わ
れ
た
「
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
髄
い
ば
ら
き
」
で
、
君
田
小
学
校

が
茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

君
田
小
学
校
は
昭
和
五
十
三
年
に

愛
鳥
モ
デ
ル
校
に
指
定
さ
れ
、
日
ご

ろ
か
ら
探
鳥
会
や
観
察
会
な
ど
が
た

い
へ
ん
盛
ん
で
、
こ
れ
ら
の
動
物
愛

護
精
神
の
育
成
活
動
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

▲制服を着た下君田婦人消防クラブのみなさん

茨
城
県
の
婦
人
海
外
派
遣
事
業
〃
婦

人
の
つ
ば
さ
“
は
、
今
年
で
五
回
め
を

数
え
ま
す
が
、
今
回
高
萩
市
か
ら
は
、

島
名
の
佐
原
美
知
子
さ
ん
が
参
加
、
九

月
二
十
四
日
伽
か
ら
十
月
四
日
出
ま
で

の
十
一
日
間
、
イ
タ

リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、

〃
恥
イ
ギ
リ
ス
な
ど
西
ョ

・
こ
訂
ｌ
ロ
ッ
パ
諸
国
の
婦
へ

Ｈ
ｇ
刎
》

人
活
動
の
実
態
や
、

教
育
・
福
祉
施
設
を

視
察
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
「
国
際
交
流
と
地

域
社
会
に
お
け
る
婦
人
の
役
割
」
と
い

う
こ
と
で
、
女
性
議
員
と
の
会
見
、
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
訪
問
、
学
校
施
設
、
福
祉
施

設
等
の
見
学
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を

思(1きって参加してよかった〃
～

"婦人のつばさ，，に佐原美知子さん (島名）

肌
で
感
じ
と
っ
て
き
た
佐
原
さ
ん
。

佐
原
さ
ん
は
、
現
在
青
少
年
相
談
員

と
し
て
地
域
で
活
躍
、
ほ
か
に
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
や
テ
ニ
ス
部
の
部
長
も
務
め

幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
折
か
ら
、

青
少
年
の
健
全
育
成
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

が
、
こ
の
視
察
に
参
加
す
る
動
機
と
な

り
ま
し
た
。

校
と
一
体
と
な

っ
て
か
か
わ
り
、
親
が
責
任
を
も
っ
て
参

加
し
て
い
る
の
に
は
感
心
し
ま
し
た
。

広
い
視
野
に
立
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

家
族
に
も
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
が
、

思
い
き
っ
て
参
加
し
て
本
当
に
よ
か
っ

た
で
す
。
」
と
佐
原
さ
ん
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
を
超
過
密

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

と雫
視
察
し
て
き
ま

一
三
口性
し
た
。
男
女
平

女
等
を
か
か
げ
て
、

ゆ朴
〕
女
性
が
ど
ん
ど

一
式
佑
ん
社
会
に
進
出

一
ん
し
、
が
ん
ば
つ

口
さ

ボ
原
て
い
ま
す
が
、

元
誰
そ
れ
で
も
な
お

り
す
女
性
は
家
庭
生

や
霊
活
を
第
一
に
考

▲
え
て
い
ま
す
ね
。

子
育
て
に
も
学
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つ
つ

仙
霊
の
下

快
い
汗

く
高
萩
ガ
ッ
シ
が
初
優
勝

’
第
十
四
回
高
萩
市
長
杯
争
奪
軟
式
野
球
大
会
Ｉ

体力づくり

市民歩く会

十
月
十
日
は
体
育
の
日
、
澄
み
き
っ

た
秋
空
の
下
で
体
力
ア
ッ
プ
″

ふ
だ
ん
歩
く
こ
と
の
少
な
く
な
っ
た

今
日
、
体
力
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
の

た
め
こ
の
日
行
わ
れ
た
「
第
十
九
回
体

力
づ
く
り
市
民
歩
く
会
」
に
は
、
市
民

約
六
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

額
の
汗
を
さ
わ
や
か
な
秋
風
で
ぬ
ぐ

い
、
約
十
七
・
五
キ
ロ
の
道
の
り
を
歩

き
ぬ
い
た
み
な
さ
ん
に
、
完
歩
証
と
バ

ッ
チ
が
手
渡
さ
れ
、
充
実
し
た
体

育
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲初優勝おめでとう

ー

去
る
、
九
月
七
日
側
に
開
幕

し
た
市
長
杯
争
奪
軟
式
野
球
大

会
に
は
、
八
十
九
チ
ー
ム
、
市

民
約
一
、
五
七
○
人
が
参
加
し

毎
週
日
曜
日
ご
と
熱
戦
を
繰
り

広
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

十
月
十
二
日
⑪
に
、
市
営
野
球

場
で
い
よ
い
よ
決
勝
戦
が
行
わ

れ
、
高
萩
ガ
ッ
シ
と
和
華
羽
会

が
対
戦
、
五
対
三
で
高
萩
ガ
ッ

ッ
が
勝
ち
、
初
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

似
足
ど
り
も
軽
や
か
に

※
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）

優
勝
高
萩
ガ
ッ
シ

準
優
勝
和
華
羽
会

第
三
位
Ｈ
Ｓ
Ｔ
Ｂ

″

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

最
優
秀
選
手
賞
…
…

渡
辺
浩
次

打
撃
賞
．
．
…
・
畠
山
勝
浩

敢
闘
賞
：
…
・
飯
田
真
人

蕊
噌蕊

癖刃
ｂ
や
”

蕊

騨騨興鎚
＝

私のアイデア料理 、〆

ツナの炊き込みごはん

(材料3～4人分）

･米……3合 ・ツナ缶…l缶(1809)

・ ミックスベジタブル…小1袋(1509)

・しょう油…大さじ2

.塩……小さじ士・酒･…･ ･少々

(作り方）

食生活改善推進員

及川俊子さん(下手綱）

この“ツナの炊き込みごはん”

は， なんといっても安価で簡単

に作れるのが魅力，子どもたち

も喜んで食べてくれます。

わが家の味は“うす味"に徹し

ていますが,好みでしょう油を多

めにしたり， みりんを使っても

かまいません。

①米を3合といでおく。②ツナ缶とミックスベジタブルを米の上にの

せ， しょう油，塩，酒の調味料を入れて， いっしょに炊き込む。

※水は，調味料の分量を差し引いた水かげんで炊きあげる。

③炊きあがったらよくまぜあわせてできあがり。

、 ノ

ワ



鐸蔦皐＝ 撰溌
#

がんばれ豆力士／
▼

溌騨溌鷺灘蝿蕊鍵溌蕊瀧灘燕職雛溌霞

副型溌

鴬
鞠燕

▲

あなたの胸にも赤(l羽根

10月1日体)から，赤い羽根の共同募金運動が

始まりました。この日は，熊坂助役や社会福祉

協議会の関係者約20人が，駅前で，朝の通勤，

通学の市民のみなさんに共同募金の協力を呼び

かけました。

この運動は12月31日(水)まで続けられます。

（
）

10月5日旧),山王すもう場で，第6回高浜少

年すもう大会が，市内や県北から16チーム，約

130人の豆力士が参加して行われました。

成績（敬称略）

○団体優勝日立チーム

、
蕊

､＝

蛋

轟

出

鷲

無､

勝勝 民
体
育
館
で
、
第
十
二

が
開
か
れ
、
男
女
合
わ

参
加
、
熱
戦
を
繰
り
広

も
抜
群

▲

ナイスバッティング Ｔ
Ｖ
Ｂ
Ｃ

愛
好
会
Ｂ10月5日(日), 10日 （体育の日）の2日間，高浜

運動広場で，第7回ソフトボール大会が，男女合

わせて29チームの参加で開かれました。

成續……男子優勝秋山中

女子優勝高萩フレンズ
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灘
十
月
十
二
日
側
、
高
浜
運
動
広
場
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
第
三
十
八
回
軟
式
庭

球
大
会
が
、
九
十
八
組
、
百
九
十
六
人

の
参
加
者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
續
（
敬
称
略
）

優
勝

一
般
男
子
飛
田
、
瀬
戸
組

一
般
女
子
高
橋
、
飛
田
組

壮
年
の
部
大
沼
、
大
森
組

中
学
男
子
沼
田
、
若
杉
組

中
学
女
子
大
関
、
渡
辺
組

ス
マ
ッ
、
ン
工
を
決
め
て
▼

：
亀

蕊蕊蕊 蟻

第
十
一
回
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
、
二

十
組
（
四
十
人
）
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

成
續
（
敬
称
略
）

○
男
子
一
部
優
勝

細
金
、
菊
池
組

○
男
子
高
校
の
部
優
勝

坂
出
、
鈴
木
組

○
女
子
一
部
優
勝

氏
家
、
鈴
木
組

蝉

…
…

熱

謙
垂
‐
観

夢

蕊

澱雲雪
融 灘

潔曹

L三

Lノ

練
習
の
成
果
を
披
露

十
月
十
二
日
側
、
十
九
日
側
の
二
日

間
、
高
浜
運
動
広
場
で
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
秋
季
野
球
大
会
が
、
十
二
チ
ー
ム

の
参
加
で
行
わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

成
績

○
優
勝
島
名
上
萩
ヶ
丘

○
準
優
勝
高
浜
Ａ

Ｃ
三
位
秋
山
中
、
高
浜
Ｂ

卦

たくさんの市民が訪れ大好評

高萩市公民館まつり
、

§
》
迩
蕊
が
窪
や
漂
忌
ざ
し
て
工
事
が
進
噛

轍
“

ら
く
、
レ
プ
ミ
ｐ
ブ
ミ
ｐ
グ
ミ
、
ブ
ミ
レ
プ
ミ
Ｐ
ゴ
ミ
レ
ジ
ミ
ｐ
グ
ミ
Ｐ
〆
く
ぺ
Ｐ
〆
く
べ
Ｐ
ク
ミ
ロ
ジ
ミ
Ｐ
ブ
ミ
レ
ジ
ミ
、
タ
ミ
ｐ
プ
ミ
ｐ
〆
く
ぺ
レ
ジ
ミ
Ｐ
ブ
ミ
レ
ブ
ミ
、
ジ
ミ
レ
ブ
ミ
、
／
く
匙
、
ジ
ミ
レ
ク
ミ
、
〆
く
、
、
グ
ミ
ｐ
グ
ミ
ｐ
夕

）

鍵
盤
癖
睡
鈴
李
沁
錘
▲
昭
加
挙
山
批
睾
州
媚
胡
ぴ
て

癖
畷
畷
識
趣
き
罪
琴
》
函
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
松
籟
荘
」

し
よ
う
ら
い
そ
う

十
月
二
十
五
日
出
、
二
十

六
日
⑧
の
両
日
、
中
央
公
民

館
と
市
民
体
育
館
で
、
第
九

回
高
萩
市
公
民
館
ま
つ
り
が

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
公
民
館
ま
つ
り
は
、

毎
年
公
民
館
で
学
習
し
て
い

る
講
座
生
や
学
級
生
、
ク
ラ

ブ
生
の
み
な
さ
ん
が
、
日
ご

ろ
の
活
動
の
成
果
を
披
露
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流

を
図
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

展
示
・
バ
ザ
ー
の
部
、
発

表
の
部
、
日
用
品
即
売
会
、

食
堂
の
部
な
ど
に
た
く
さ
ん

の
市
民
が
訪
れ
、
大
好
評
で

し
た
。
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｢夛蓋団
L一一一一一一戦訪“豆

' 'も,

毒壼費現電窪季 一

ごr鞠‘-詫毒－弾 一生壬,海

～企業紹介～
灘 胃霧霧

一

⑩ 蕊鍵譲難驚蕊蕊

雛
鱗社長

fさ かね

水谷當構

鍵

生化学工業株式会社当ノ

ご／し

東京都港区赤坂に在住で，趣

味はクラシック音楽の鑑賞です。

「当社も,高萩市のごやっかい

になり， はやくも11年になりま

した。私も，便利になった常磐

自動車道を使い，高萩へ来る頻

度を多くしたいと思っています｡」

と水谷社長さんは話していまし

た

生化学工業株式会社
生
化
学
工
業
株
式
会
社
は
、
昭
和
二

十
二
年
に
興
生
水
産
株
式
会
社
と
し
て

創
立
さ
れ
、
水
産
事
業
を
主
な
業
務
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
、
故
江
上
不
二
夫
理

学
博
士
（
三
菱
化
成
生
命
科
学
研
究
所

名
誉
所
長
）
の
発
想
に
基
づ
き
、
世
界

住 所 高萩市赤浜字松久保258-5

（松久保工業団地）

2億2,000万円

医薬品，試薬臨床検査薬

43,769㎡

4,224㎡

35名

昭和50年9月

資本金

主な製品

敷地面積

建物面積

社員数

操業開始

（
）

で
初
め
て
結
合
組
織
の
重
要
成
分
で
あ

る
「
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
硫
酸
」
を
医
薬

品
と
し
て
開
発
、
企
業
化
し
て
会
社
の

基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

以
後
、
積
極
的
な
研
究
開
発
投
資
を

行
い
、
独
創
的
で
特
色
の
あ
る
医
薬
品

原
末
、
生
化
学
試
薬
、
臨
床
検
査
薬
な

ど
を
各
種
医
療
機
関
、
大
学
、
研
究
機

関
に
提
供
し
、
堅
実
に
成
長
し
て
き
ま

し
た
。

本
社
は
、
東
京
都
の
日
本
橋
に
あ
り
、

神
奈
川
県
に
二
つ
の
工
場
、
東
京
都
東

大
和
市
に
東
京
研
究
所
、
大
阪
に
営
業

所
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
リ
ダ
に
子
会
社

が
あ
り
ま
す
。

高
萩
市
へ
は
、
事
業
の
拡
大
の
た
め
、

昭
和
四
十
九
年
十
一
月
に
地
域
振
興
整

備
公
団
の
紹
介
に
よ
り
、
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
、
工
業
用
水
の
豊
富
な
当
地
松

久
保
工
業
団
地
に
高
萩
市
の
全
面
的
な

協
力
を
い
た
だ
き
進
出
し
て
き
ま
し
た
。

当
工
場
は
、
医
薬
品
製
造
部
門
を
担

当
し
、
天
然
物
を
原
料
と
し
主
に
循
環

器
系
に
作
用
す
る
医
薬
品
原
末
を
製
造

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
目
下
申
請
中
の
医
薬
品
製
剤

（
ア
ン
プ
ル
注
射
薬
）
を
生
産
す
る
た

め
の
増
設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
製
品
は
、
当
社
独
自
の
技
術
で
開
発

し
た
国
産
第
一
号
の
新
薬
で
す
。

当
社
は
、
こ
れ
ら
の
医
薬
品
を
社
会

に
供
給
し
、
医
療
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
地
域
社
会
へ
の
寄
与
を
通
じ
て
、
成

長
、
発
展
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

人〉〈〉〈、〆人〉

進
む
火
葬
場
・
斎
場
の
建
設

〈Ｙ人〉人〉〈Ｙ〈

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合

了逐〈〉〈、ｒ〈Ｙ《Ｙ〈￥人〉〈〉〈ＹへＹ《Ｙ人Ｙ〈〉〈Ｙ〈〉ヘア人Ｙ〈Ｙ逐人〉〈々Ｙ〈Ｙ荘〈
〉〈〉〈〉〈〉一

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
で
は
、

場
に
あ
た
り
、
工
事
の
関
係
で
取
り

毎
現
在
使
用
し
て
い
る
高
萩
市
火
葬
場
が
こ
わ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一

一
老
朽
化
し
た
た
め
、
昭
和
六
十
二
年
四

〈

辱
月
一
日
開
設
を
め
ざ
し
て
、
火
葬
場
．
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
十
一
月
下

〉

一
斎
場
の
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

旬
か
ら
当
分
の
間
、
仮
設
の
待
合
室
を

Ｙ

〈
＊
＊
使
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
何

〉

人
ｉ
、

〉
こ
の
施
設
は
、
力
と
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
思

〈〉

火
葬
炉
三
基
い
ま
す
が
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

〈Ｙ〈〉

汚
物
炉
一
基

《〉〈〉

待
合
室
三
室

〈Ｙ

〈
告
別
式
場
一
室

、ｒ入

京
な
ど
を
備
え
、
火
葬
と
告
別
式
の
で
き

字〉

’

些一
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乞
言
一
三

三

三

二

三

己

三
己

己

二

三

三

三

三

二

己

邑

三

己

己

三

三

三

三

国

己

三

三

三

己

三

三

三

冒

三

三

己

三
己
一
己

三

三

己

二

百

国

己

三

三

三

三
三

三

三

己

己

言

三

三

己

己

詞

猷

Ｂ

Ｆ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

文
化
会
館
催
し
も
の
岬

００日０００

０

０

日

Ｏ靱

竺

国

呂

二

言

一

一

口

一

己

一

三

一
国
一
己

口

三

一

己

一
己
二
口

｜
己
一
一
口
一

口
｜
一
ロ
三

三

口

｜

ロ
｜
一
口
三

画

百

一

国

三

色

一口

一
口
｜
己

自
一
一
口

ロー

口

一
ロ
ニ
ロ
ー

ロ｜

ロ

己

一
ロ
ニ
ロ
ニ
ロ

｜
ロ
ー
一
口

ロ

国

口

三

目

一口

映
画
会
の
お
し
ら
せ

頂
に
成
功
、
五
大
陸
最
高
峰
す
べ
て
を

植
村
直
己
物
語
征
服
す
る
記
録
を
打
ち
た
て
た
。

冒
険
と
は
ｌ
生
き
て
帰
る
こ
と
ノ
．
ろ
く
め
い
か
ん

鹿
鳴
館
（
饅
誌
）

出
演
者
西
田
敏
行
、
倍
賞
千
恵
子
、

ひ
と
粒
の
涙
が
歴
史
を
変
え
た
。
：

古
尾
谷
雅
人
、
若
林
豪
ほ
か

と
き
十
一
月
十
六
日
佃

午
前
十
一
時
、
午
後
二
時

入
場
料
大
人
一
、
○
○
○
円

高
校
生
八
○
○
円
郷

戎

中
学
生
以
下
七
○
○
円
録

晶

入
場
券
発
売
中
》

繊》罵鈴
肌篭麓鰹 晶

植
村
直
己
の
大
い
な
る
冒
険
は
二
十

三
歳
の
時
に
始
ま
っ
た
。
植
村
の
財
産

は
若
い
精
神
と
肉
体
、
そ
し
て
大
き
な

夢
だ
け
だ
っ
た
。
モ
ン
ブ
ラ
ン
、
マ
ッ

タ
ー
ホ
ル
ン
、
レ
ナ
ナ
峰
（
ケ
ニ
ア
）
、

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
、
ア
コ
ン
カ
グ
ア
を

単
独
で
登
っ
た
。
そ
し
て
三
か
月
後
に

は
北
米
最
高
峰
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
単
独
登

を識議蕊謬

篭

…

〆

咋

出
演
者
浅
丘
ル
リ
子
、
三
橋
達
也
、

石
坂
浩
二
、
菅
原
文
太
、
中

井
貴
一
、
沢
口
靖
子
ほ
か

と
き
十
二
月
二
十
一
日
⑧

午
前
十
一
時
、
午
後
二
時

入
場
料
大
人
一
、
○
○
○
円

高
校
生
八
○
○
円

中
学
生
以
下
七
○
○
円

（
当
日
各
二
○
○
円
増
）

入
場
券
発
売
日
十
一
月
二
十
三
日
⑧

鹿
鳴
館
が
、
日
本
近
代
化
の
象
徴
と

し
て
輝
い
て
い
た
の
は
、
明
治
十
六
年

か
ら
二
十
三
年
ま
で
の
八
年
間
、
夜
毎

繰
り
広
げ
ら
れ
た
国
を
あ
げ
て
の
社
交

ー

■
■
■
■
■
０
■
■
■
■
■
■
Ｉ
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
Ⅱ
日
日
■
■
Ⅲ
Ⅱ
■
日
Ⅱ
■
■
日
■
■
■
■
■
■
８
■
■
■
■
■
■
■
■
日
日
Ⅱ
日
日
■
■
■
８
０
■
８
１
■
■
日
日
Ⅱ
日
日
日
日
８
８
■
日
■
■
Ｉ
Ⅱ
Ｈ
８
０
日
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
Ⅱ
０
■
日
日
Ⅱ
■
■
８
１
■
■
Ｉ
■
６
■
■
■
餌

■

」
ニ
ヮ
キ
唾
ノ
、
■

。
■

．
・
山
田
耕
搾
作
曲
「
童
謡
楽
譜
Ｌ
「
む
か
。

と
ゞ
ゞ
：
一

・・

話
話
一
し
噺
」
に
は
、
京
章
兵
衛
『
日
本
五
大
噺
」
明
治
三
十
凹

申・

俗
昔
～
／
｜
旱
山
へ
ゆ
く
の
は
お
爺
さ
ん
、
川
へ
下
年
と
巌
谷
小
波
・
黒
田
湖
山
『
桃
太
郎
蕊

・

昔
礎
臓
０
言
る
は
お
婆
さ
ん
．
ｑ
話
」
大
正
三
年
》

。。

②
倉
。
田
山
で
は
柴
刈
る
鮮
音
、
川
で
一

・口

民
太
§
ゞ
・

・・・

萩
桃
は
桃
呼
ぶ
小
手
ま
ね
き
．

・・・

士
心

高
む
か
し
の
む
か
し
は
島
蛇

・・・・

い
、
い
つ
で
も
青
空
、
日
和
烏

・・

・
私
い
わ
や
す
え
お
と
き

・・

巖
谷
季
雄
（
小
波
）
に
は
、
お
伽
唱
ね
ん
ね
の
お
里
は
な
つ
か
し
い
、

・

・
や
ぶ
す
ｆ
馳

一
歌
「
桃
太
郎
」
も
あ
り
、
さ
ら
に
桃
太
い
つ
で
も
夕
焼
、
薮
雀

・
一
．
一
じ
っ
た
ん

華
郎
後
日
證
的
作
品
に
「
後
の
鬼
が
島
」
山
へ
と
ゆ
く
の
は
お
爺
さ
ん
、

・

一
と
い
う
お
伽
唱
歌
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
川
へ
と
下
る
は
お
婆
さ
ん
。

。
■

一
「
さ
て
も
そ
の
後
、
桃
太
郎
、
か
ぐ
や
と
み
え
る
。
訓
１
１
１
１
ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｊ
里

。
■
■
一
却
櫛“

・

一
姫
を
ば
妻
と
し
て
、
仲
む
つ
ま
し
く
こ
こ
で
は
「
桃
太
郎
昔
話
」
と

、

。。

．
く
ら
す
中
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
「
ね
ん
ね
ん
こ
ろ
り
よ
、
お
こ
る

・・

亜
る
。
桃
太
郎
が
「
か
ぐ
や
姫
」
を
妻
と
り
よ
」
の
「
子
守
り
歌
」
と
「
舌

・

一
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
驚
く
べ
切
り
雀
」
の
「
雀
の
お
宿
」
の
話

壽
繧
睦

・・

一
き
発
想
で
あ
る
。

が
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

エ
ロ
｜
』

・・

ユ
ニ
ロ

．
ま
た
大
正
十
年
十
二
月
の
成
田
為
三
・

・
唾
■

。
■

■
■
■
■
■
■
０
日
■
０
■
日
日
■
日
日
白
０
８
０
日
Ｕ
■
日
日
■
１
日
Ⅱ
■
Ⅱ
日
日
■
５
■
６
１
■
０
８
Ⅱ
Ｏ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
Ｉ
Ⅱ
ｉ
８
■
■
日
日
■
■
日
■
■
■
０
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
日
日
■
■
０
８
口
日
０
０
日
■
■
Ⅱ
■
■
８
■
８
９
８
８
■
■
■
０
■
■
■
日
■
日
■
Ⅱ
■
■
日
１
日
■

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

の
舞
踏
会

三
島
由
紀
夫
の
原
作
「
鹿
鳴
館
」
は
、

舞
台
劇
の
脚
本
と
し
て
書
き
下
さ
れ
た

も
の
で
、
映
画
化
は
今
回
が
初
め
て
で

す
。
名
匠
市
川
罠
監
督
が
豪
華
キ
ャ
ス

ト
を
駆
使
し
て
、
日
本
の
ひ
と
つ
の
時

代
を
華
麗
に
描
き
切
る
映
画
「
鹿
鳴
館
」

は
、
今
年
最
高
の
話
題
作
で
す
。

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
．

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
文
化
会

館
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｢防火の大役あなたが主役」
－秋の火災予防運動一

）
’
一11月26日㈱から12月2日脚

今年も恒例の秋の火災予防運動が, 11月26日（水）

から12月2日(火)まで一週間にわたり実施されます。

この運動は,火災が発生しやすい時期を迎えて，

火災予防思想の一層の普及と火災の発生を防止す

るために，行われるものです。財産の損失や死傷

事故を防ぐよう充分心がけるようにしましょう。

画火の用心7つのポイント画

○寝タバコやタバコの投げ捨てをしない。

○子どもは， マッチやライターで遊ばせ:ない。

○風の強い‘ときは”たき火をしない｡"黙

○天ぷらを揚げるときは, その場を離れない。

○家のまわりに燃えやすいものを置かな:ぃ。

○風呂の空だきをしない。

○ストーブには，燃えやすいものを近づけない。

※防火に関しての相談などがありましたら，高

萩市．十王町事務組合消防本部念22-2258ヘ
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今
の
季
節
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読

耆
の
秋
、
食
欲
の
秋
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
秋
の
夜
長
で
、
つ
い
つ

い
食
べ
物
に
手
が
伸
び
て
い
ま
せ
ん
か

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
大
い

に
結
構
、
し
か
し
制
限
な
し
に
食
べ
て

し
ま
っ
て
は
「
後
の
祭
り
」
で
す
。
一

度
身
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、
な

か
な
か
と
れ
ま
せ
ん
。
後
悔
す
る
こ
と

よ
り
、
ま
ず
、
考
え
て
か
ら
に
し
た
い

天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋

ぜん

ごはん'/2膳(80キロカロリ ）

こんにちは／1
L保健婦てす

と同じキロカロリーの食品

鵠
露
鯛
塾
緬
愈
諺

ｷ坪ウソルらぅ

今)'l塊焔ナ
100キロカロリーを消費する

ための運動の所要時間(目安）

・や､く'ルTこ歩行 60分
（数歩・負い駒）

・階段の尋ﾘ降り 20分

．縄上U,､ 12～|3分

．緊綴） 25分

壷せんべ'い'教と焔枚
(7c･m入"し仇）

も
の
で
す
ｃ

二
つ
の
図
か
ら
、
甘
い
食
品
は
、
量

が
少
な
く
て
も
高
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
あ

る
こ
と
。
運
動
面
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
消
費
が
意
外
と
少
な
い
こ
と
に
気
づ

か
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

買
い
物
に
行
く
の
で
も
、
自
転
車
を

使
う
よ
り
は
歩
い
た
方
が
、
ま
た
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
を
使
う
よ
り
も
、
階
段
を

昇
り
降
り
し
た
方
が
、
消
費
量
は
多
く

な
り
ま
す
。

自
分
に
合
っ
た
も
の
を
選
び
、
長
つ

づ
き
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

焔弱ショートケーキ

甘柿，'､股"

ルジ・ 大い一
46分

'6分

'7分

。』7．ﾆﾄポｰﾙ

･テニス
バナヶ造本（

） ジョギン7･” I29%

婦ま者さて

入し とんい厚ミサラリーマンの奥さん菫

厚生

市民大学講座昭和61年度

～中央公民館～

市民として， また家庭人として広い視野と豊かな心

でよりよい生活を考えましょう。

受講料無料，一般成人が対象です｡ (敬称略）

科 目 日 時｜ 題名及び講師 講義内容

健康は,人に与えられた最高

贈物です。

健康は,人に与えられた最高

贈物です。

｢中高年の健康管理について

－快適な生活のすすめ－11月12日（水）

午後1時30分

~3H¥30分

健康管理
講師

高萩市医師会長樋渡喜一

｢生活の中のく美>とは」

－暮しの豊かさを求めて

経済的，物質的には豊かにな

った私たちの生活、 しかし，

心の豊かさは…

<美>は， いつの世にも人が求

めたもの。

原始から現代まで人間社会と

深くかかわってきたく祭り>･

私どもの住んでいる地城の

く祭り〉の歴史、 そして戦後の

く祭り〉の行方は…

12月3日（水）

家庭生活午後1時30分

～3時30分

ー

講師洋画家飯好 安

｢~地域社会におけるく祭り〉の

変遷について」1月23日（金）

地域社会午後1時30分
～3時30分 講師

郷土史家江尻光昭’
受講受付は，各講座の当日に行います

年
金
、
共
済
年
金
等
に
加
入
し

て
い
る
ご
主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥

さ
ん
は
、
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険

者
と
し
て
、
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
年
金
法
改
正
の
中
で
、

婦
人
の
年
金
権
確
立
も
大
き
な
柱
に
な

っ
て
い
ま
す
。
保
険
料
の
負
担
は
な
く
、

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
等
が
一
括
し
て

負
担
を
－
）
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
か
た

は
、
至
急
市
役
所
国
民
年
金
係
で
用
紙

を
受
け
取
り
、
事
業
所
の
確
認
を
受
け

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
奥
さ
ん
の
分
の
保
険
料
が
、
ご
主

人
の
給
料
か
ら
引
か
れ
る
の
で
は
？
と

と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
多
数
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
誤
解
で
す
。

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
等
で
の
保
険

料
は
決
め
ら
れ
た
率
を
給
料
に
掛
け
て

計
算
さ
れ
ま
す
。
奥
さ
ん
が
い
て
も
、

独
身
で
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
奥
さ
ん
の
分
と
し
て
新
た
に
保

険
料
を
引
か
れ
る
こ
と
は
、
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
心
配
な
く
、
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
国
民
年
金

係
丑
二
三
’
一
二
二
内
線
二
三
二
へ

／ 、
届け出は済みましたか？

懸砺偶 １まい
Ｐ
■
ｑ
《
’
す

計
ｈ

『届出は、

忘爪αい

ようにノ

｡｢うﾘｰﾏﾝの律ｴ』

（或笈主十1）
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はかりの定期検査を実施します

はかりの定期検査を11月27日(木)から12月4日(木)まで，下記会

場で実施します。はかりを「取引」 ・ 「証明」に使用されている

かたは，必ず検査を受けてください。

蝿

検査日程
いぬいひとしくん（2歳）と ＝

三

三

三
二＝

お母さんの茂子さん 三
＝ニ

ニニ

ー＝

（高萩11の5） 三
三＝

ニー

ニー

ーー

ニ＝

＝＝

おとうさん似のひとしくんは， ど 三
三二

ろんこいじりが大好き。 三
二二

やさいのいっぱい入ったおにしめ 三
三

が大好物だよ。 三
ニー

ニー

ニー

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll11llllllllllllllll三

検査日 時 備 老会 場

旧高萩市商工会(春日町）

間

11日27日(和 午前10時～午後3時

午前10時～午前11時30分

11月28日(封 午後1時～午後2時

午後2時10分～午後3時

午前10時～午前10時20分

午前10時40分～午前11時

12H旧胴) 製蝋瞬蝋：
午後1時20分～午後2時

午後2時30分～午後3時

12月2日（火） 午前10時～午後3時

11日27日(和

午前10時～午前11時30分

11月28日(金

秋山小学校

午後1時～午後2時 上手綱生活改善センター

午後2時10分～午後3時 下手綱公民館

午前10時～午前10時20分 烏曽根三代商店前

午前10時40分～午前11時 下大能川松商店前

午前11時10分～午前11時20分上大能国井商店前

午後12時30分～午後12時50分上君田生活改善センター

午後1時20分～午後2時 下君田松本商店前

午後2時30分～午後3時 横川豊田商店前

午前10時～午後3時 高萩車検場

午前10時～午後3時 恒和化学工業㈱高萩工場内

午前10時～午後3時 旧高萩市商工会(春日町）旧高萩市商工会(春日町）

ー

釧地詞鐸鋤。12月3日(水）

12月4日(木） ’

昨年の定期検査後（昭和60年12月6日以降） にはかりを購入

し，使用されているかたは，市役所商工課（盆23-2111,内線

462） まで連絡してください。

茨
城
労
働
基
準
局
で
は
、
茨
城
県
下

の
全
産
業
、
全
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

茨
城
県
最
低
賃
金
を
一
日
三
千
四
百
九

十
三
円
（
現
行
三
千
三
百
九
十
一
円
、

引
上
額
百
二
円
）
、
時
間
給
四
百
三
十
七

円
（
現
行
四
百
二
十
四
円
、
引
上
額
十

三
円
）
に
改
正
し
、
昭
和
六
十
一
年
十

月
十
七
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

最
低
賃
金
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は

茨
城
労
働
基
準
局
賃
金
課
壷
○
二
九
二

’
二
四
’
六
二
一
五
、
ま
た
は
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

十
月
十
七
日
か
ら

茨
城
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

－

日
時
間

三
千
四
百
九
十
三
円

四
百
三
十
七
円

ス
ケ

ト
教
室
と
第
三
十
五
回
市
民
駅

伝
競
走
大
会
の
開
催
日
変
更
に
つ
い
て

健
康
つ
く
り
社
会
体
育
ニ
ュ
ー
ス
で

お
し
ら
せ
し
ま
し
た
、
ス
ケ
ー
ト
教
室
と

第
三
十
五
回
市
民
駅
伝
競
走
大
会
の
開

催
日
が
、
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

○
ス
ケ
ー
ト
教
室

十
一
月
二
十
二
日
出
、
二
十
九
日
出
、

十
二
月
六
日
㈹

○
市
民
駅
伝
競
走
大
会

十
二
月
二
十
一
日
側

※
詳
し
く
は
市
民
体
育
館
へ

ａ
二
三
’
二
五
五
二

毎
月
第
三
日
曜
日
は
、
市
民
体
育
館

を
無
料
開
放
し
て
い
ま
す
が
、
十
一
月

十
六
日
側
は
、
高
萩
警
察
署
管
内
防
犯

青
少
年
柔
剣
道
大
会
の
た
め
、
無
料
開

放
し
ま
せ
ん
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
体
育
館
無
料
開
放
の

中
止
に
つ
い
て
（
十
一
月
土
ハ
日
日
）

※
お
わ
び
と
訂
正

市
報
十
月
号
の
十
ペ
ー
ジ
、
企
業

紹
介
（
株
式
会
社
永
谷
園
本
舗
）
の

本
文
中
、
二
段
目
十
七
行
目
か
ら
二

十
二
行
目
ま
で
「
当
社
で
は
へ
創
立

以
来
、
和
風
食
品
を
中
心
に
事
業
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、
中

華
、
洋
風
、
惣
菜
な
ど
の
商
品
開
発

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
総
合
食
品

メ
ー
カ
ー
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
」
と

記
載
さ
れ
る
べ
き
部
分
が
誤
っ
て
い

ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

13
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日曜当番医
三
Ⅲ
三
一
Ⅲ
一
三
Ⅲ
三
一
Ⅲ
三
一
Ⅲ
三
Ⅲ
三
Ⅲ
三
Ⅲ
一
三
Ⅲ
一
三
Ⅲ
一
三
Ⅲ
三
一
Ⅲ
二
Ⅲ
一
三
Ⅲ
三
一
Ⅲ
三
一
Ⅲ
一
三
Ⅲ

三
Ⅲ
一
三
Ⅲ

11月16日諸原医院高戸

11月23日立花医院東本町

11月30日宍戸医院安良川

12月7日内田病院大和町

飯島医院大和町
12月14日

十王医院十王町

11月16日 高戸

東本町11月23日

11月30日 安良川

十王町

23 3113

22 3512

23 2318

22 2137

22 2235

32－3266

時間は，いずれも午前9時から午後4時までで或

○
鈴
木
文
一
さ
ん
東
本
町

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
黒
沢
文
男
さ
ん
下
手
綱

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
い
わ
き
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

植
田
セ
ン
タ
ー

二
万
三
千
三
百
円
社
会
福
祉
へ

○
樋
口
一
男
さ
ん
下
手
綱

一
一
Ⅲ
三
川
二
Ⅲ
三
一
Ⅲ
’
三
Ⅲ
三
一
Ⅲ

三
Ⅱ
一
三
Ⅲ
’
三
Ⅲ
’
三
Ⅲ
’
三
Ⅲ
一
三
Ⅲ

三

Ⅲ

三

Ⅲ

三

一

Ⅲ

善
意
あ
り
が
と
う

高戸 の浜

臺のあいだ憩いの場として子どもたちの歓声でにぎわ

った浜辺も霜月ともなると閑散としています。＜だけ

散る波の音だけがなぜか心に響きます。
一
）

高萩美術協会員鈴木正子

J◇…'ﾛ/口/ﾛ'ﾛ州｡'ﾛ'ﾛ織口/ﾛ/ﾛ'ﾛ/ﾛ'ﾛ'画'口'ﾛ'ﾛ'ﾛ'てし［

：

. , ､, 〈､

ﾚﾛﾉ配コノロノロパ］ 駐
遭
厚
ロ
高
島
ロ
ロ
門
冨
早
口
八
号
口
角
亘
号
同
国
号
口
門
冨
〕
ロ
ム
〕
□
、
口
尚
又
〕
ｎ
頁
碍
口
向
亙
凰
向
マ
ロ
合
菖
］

唖
美
七
回
高
萩
市
産
業
祭
と

虹
第
十
五
回
み
ん
な
の
消
費
生
活
展

》
市
内
の
産
業
紹
介
と
物
産
の
展
示
即

唖
売
会
、
消
費
生
活
展
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

ひ

”
み
な
さ
ん
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
・

唾
と
き
十
一
月
二
十
二
日
㈹

一
二
十
三
日
側

熈

唾
と
こ
ろ
市
民
体
育
館
・
中
央
公
民
館

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部
○
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

つ
と
む

○
作
山
謹
さ
ん
東
本
町
病
気
と
食
事
療
法
（
図
書
五
冊
）

一
万
円
社
会
福
祉
へ
頚
《》口〆《
謎

信

一

計

》

碓

丘

唾

主

》

蝿

口

唯

塗

撫

○
岩
崎
義
男
さ
ん
肥
前
町
》

四
千
百
三
十
円
社
会
福
祉
へ

○
皆
川
武
さ
ん
高
戸
壺
齢
前
翅
咽
”
皿
到
肥
》

二
十
万
円
。
香
典
返
し
の
一
部
畠
叱
弘
皿
以
皿
郵
》

齢
榊
一

囮
寄
贈
図
書
館
へ

》
人
口

識
一
男
女

新
本
寄
贈
剃
人》
遅

○
森
田
勝
寿
さ
ん
水
戸
市

○
鈴
木
公
文
さ
ん
石
滝
鐸
撰丹蕊

○
有
賀
正
文
さ
ん
本
町
》

○
大
都
直
光
さ
ん
安
良
川

》蝿

圀
寄
贈
教
育
委
員
会
へ
訓
辛

○
鴨
志
田
政
男
さ
ん
中
戸
川

東
海
道
五
十
三
次
駅
続
画
峠職

出

《
》

囮
寄
贈
衛
生
課
へ
潔
蕊
驚
灘
薦
蕊
騏
鵜
蕊
溌
驚
＃
鷺
》
駕
篭
￥
鍔
驚
蕊
訓
驚
鳶
溌
鎌
…
；
塾
》

ロ
ハ
胃
ロ
ロ
門
冨
早
口
八
号
口
角
亘
号
同
国
号
口
門
冨
〕
ロ
ム
〕
□
、
口
尚
又
〕
口
島
ぞ
口
門
亙
Ｐ
ｈ
マ
ロ
合
旨
口
畠
号
、
で
口
高
岸
向
胃
口
昌
］
白
く
ｐ
ｎ
員
Ｕ
向
く
口
角
胃
…
門
ぞ
口
畠
〕
ロ
ハ
日
向
国
ｕ
高
〕
ロ
…
ｖ
□

百
脚
■
因
目

口
と
き
十
一
月
二
十
四
日
側

午
前
十
時
～

と
こ
ろ
文
化
会
館

※
入
場
は
無
料
で
す
。
み
な
さ
ん
、
お

誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

第
四
回
市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

ー

》
リ
ン
ゴ
、
ミ
カ
ン
、
カ
キ
な
ど
が
並

》
ん
で
、
果
物
店
の
店
先
が
に
ぎ
や
か
に

》
な
っ
て
き
ま
し
た
。

盤
こ
う
し
た
中
か
ら
お
い
し
い
果
物
を

一
選
ぶ
目
安
は
、
地
色
が
濃
い
こ
と
。
リ
｜

》
ン
ゴ
の
場
〈
一
口
は
、
た
て
じ
ま
の
地
模
様
茜

》
が
は
っ
き
り
見
え
る
も
の
が
よ
い
味
が
塊

）
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

５

唖
手
触
り
も
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
Ⅲ

）
す
。
指
先
で
は
じ
い
て
み
て
硬
い
、
乾
泌

部
い
た
音
が
す
れ
ば
合
格
ボ
コ
ボ
コ
し
は

》
た
低
い
音
は
、
老
化
が
進
ん
で
い
る
こ
内

想
と
を
示
し
ま
す
。
特
に
、
見
た
目
は
き
峰

鞆
れ
い
な
の
に
中
は
パ
サ
パ
サ
と
い
う
こ
哺

函
と
が
よ
く
あ
る
デ
リ
シ
ャ
ス
系
の
リ
ン
曄

一
ゴ
の
識
別
に
は
、
こ
の
方
法
が
役
立
ち
歩

廻
ま
す
。
ン

オ

型
デ
リ
シ
ャ
ス
一
糸
の
リ
ン
ゴ
が
老
化
が
フ

。
し

極
早
い
の
は
、
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
エ
チ
レ
テ

唖
ン
の
発
生
が
多
い
た
め
で
す
が
、
こ
の
一

》
現
象
を
使
い
、
キ
ウ
イ
な
ど
の
食
べ
ご

》
ろ
を
早
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
方
法

》
は
ま
だ
固
い
キ
ウ
イ
、
メ
ロ
ン
な
ど

唖
追
熟
さ
せ
て
食
べ
る
果
物
と
、
デ
リ
、
ン

唖
ヤ
ス
系
の
リ
ン
ゴ
を
一
緒
に
ビ
’
’

ル

函亜
袋
に
入
れ
て
密
封
し
て
お
く
だ
け
。
リ

唖
ン
ゴ
か
ら
発
生
す
る
エ
チ
レ
ン
が
、
キ

”
ウ
イ
な
ど
に
作
用
し
て
熟
し
を
早
め
ま

》
す
。

し
＆
《
毛

舎
ら
の

く
、
〆
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